
東京都千代田区岩本町二丁目1番15号

エスケイエンジニアリング株式会社

代表取締役社長　武村　　貢　

（千円未満は切捨表示）

金　　　額 金　　　額

千円　 千円　

　流　動　資　産 2,282,746 　流　動　負　債 403,306 

現 金 及 び 預 金 1,024,495 買 掛 金 6,752 

完 成 工 事 未 収 入 金 583,998 リ ー ス 債 務 1,595 

貯 蔵 品 503,908 未 払 消 費 税 等 85,804 

未 成 工 事 支 出 金 150,818 未 払 金 12,644 

前 払 費 用 3,886 未 払 費 用 288,381 

未 収 入 金 9,005 預 り 金 3,310 

未 収 法 人 税 等 6,131 役 員 賞 与 引 当 金 300 

立 替 金 398 工 事 損 失 引 当 金 4,518 

仮 払 金 101 

　固　定　負　債 212,921 

リ ー ス 債 務 1,258 

退 職 給 付 引 当 金 205,963 

　固　定　資　産 758,216 役員退職慰労引当金 5,700 

　（有形固定資産） (637,526)

建 物 5,304 　負　債　合　計 616,228 

機 械 装 置 241,848 

車 両 運 搬 具 0 　株　主　資　本 2,424,734 

工 具 器 具 備 品 2,919 

土 地 300,080 　　資　本　金 300,000 

リ ー ス 資 産 2,344 

建 設 仮 勘 定 85,030 

　（無形固定資産） (1,928) 　　利益剰余金 2,124,734 

ソ フ ト ウ ェ ア 1,763 利 益 準 備 金 65,881 

リ ー ス 資 産 165 その他利益剰余金 2,058,853 

　（投資その他の資産） (118,760) 別 途 積 立 金 1,200,000 

長 期 前 払 費 用 440 繰越利益剰余金 858,853 

そ の 他 118,320 (うち当期純利益) (65,888) 

　純　資　産　合　計 2,424,734 

3,040,962 3,040,962 資　産　合　計 負債・純資産合計

　貸　借　対　照　表　
（平成30年3月31日現在）

科　　　　目科　　　　目

資  　  産    　の　    部 負  　  債    　の　    部

純 資 産 の 部



１．重要な会計方針

（１）資産の評価基準及び評価方法

　　　　たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　貯蔵品　　　　　　移動平均法による原価法（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法

　　　　　　　　　　　　　により算定）

　　　　未成工事支出金　　個別法による原価法

（２）固定資産の減価償却の方法

　　　　有形固定資産　　　平成10年4月1日以降に取得した建物（建物付属設備を除く）については定額法、その他

　　　　　　　　　　　　　の資産については定率法を採用しております。

　　　　無形固定資産　　　定額法を採用しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における

　　　　　　　　　　　　　利用可能期間（５年）に基づいております。

　　　　リース資産　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐

　　　　　　　　　　　　　用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

（３）重要な引当金の計上基準

　　　　退職給付引当金　　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び中小企業退職

　　　　　　　　　　　　　金共済支給の見込額に基づき計上しております。

　　役員退職慰労引当金　　役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規による期末要支給額を計上しております。

　　　　役員賞与引当金　　賞与の支出に備えるため、支給見込額に基づき当事業年度に見合う分を計上しておりま

　　　　　　　　　　　　　す。

　　　　工事損失引当金　　工事契約に係る将来の損失に備えるため、進行中の業務のうち、期末時点で将来の損失

　　　　　　　　　　　　　が確実に見込まれ、かつ、当該損失額を合理的に見積もることが可能なものについては

　　　　　　　　　　　　　将来の損失見込額を計上しております。

（４）収益及び費用の計上基準

　　　売上高の計上基準　　当期末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工期３ヶ月を超えかつ請負金

　　　　　　　　　　　　　額１千万円を超える工事契約については工事進行基準を、その他の工事契約については

　　　　　　　　　　　　　工事完成基準を適用しております。尚、工事進行基準を適用する工事の当期末における

　　　　　　　　　　　　　進捗度の見積りは、原価比例法によっております。

（５）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

　　消費税等の会計処理　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式を採用しています。

２．貸借対照表に関する注記

（１）関係会社に対する金銭の債権債務

　　　　短期金銭債権　　160,911千円　　　

　　　　短期金銭債務　　 16,929千円　　　

（２）有形固定資産の減価償却累計額　　　　4,735,800千円

３．１株当たりの情報に関する注記

（１）１株当たりの純資産額　　　　4,041円22銭

（２）１株当たりの当期純利益　　　　109円81銭

　　　　以　上

　　　個 別 注 記 表


